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六

月
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日
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（
質
問
の 

一
三
） 

答

弁

第

一

三

号 

   

衆
議
院
議
員
田
代
文
久
君
提
出
北
九
州
市
若
戸
大
橋
の
無
料
化
と
交
通
渋
滞
の
解
消
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
七
七
第
一
三
号 

昭
和
五
十
一
年
六
月
八
日 

衆

議

院

議

長 
前 
尾 

繁 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

三 

木 

武 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
田
代
文
久
君
提
出
北
九
州
市
若
戸
大
橋
の
無
料
化
と
交
通
渋
滞
の
解
消
問
題
に
関
す 

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
と
お
り
、
実
績
交
通
量
は
、
計
画
交
通
量
を
相
当
上
回
つ
て
い
る
が
、 

(1) 

軽
自
動
車
等
の
低
料
金
の
車
両
の
利
用
台
数
が
多
い
こ
と
、
回
数
券
利
用
率
が
高
い
こ
と
等
の
た
め
、
料

金
収
入
は
、
交
通
量
ほ
ど
計
画
を
上
回
つ
て
い
な
い
こ
と 

(2) 

諸
物
価
及
び
人
件
費
の
高
騰
の
た
め
、
維
持
、
管
理
に
要
す
る
費
用
が
計
画
を
著
し
く
上
回
つ
て
い
る
こ

と 

等
の
事
情
も
あ
り
、
償
還
期
間
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
今
後
の
推
移
を
見
ま
も
る
必
要
が
あ
る
。 

御
質
問
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
昭
和
四
十
九
年
度
ま
で
は
実
績
、
昭
和
五
十
年
度
は
、 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

ニ 

既
償
還
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
億
二
千
百
万
円 

ロ 

利
子
負
担
総
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
十
二
億
七
千
五
百
万
円 

ホ 

償
還
残
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
十
六
億
八
百
万
円 

イ 

通
行
料
金
収
入
総
額 

 
 

 
 

 
 

八
十
九
億
四
千
二
百
万
円 

本
件
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、
洞
海
湾
を
陸
路
に
よ
り
う
回
す
る
等
他
に
道
路
の
通
行
又
は
利
用
の
方
法
が

あ
つ
て
、
当
該
道
路
の
通
行
又
は
利
用
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
三

条
第
一
項
第
二
号
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
。 

実
績
見
込
み
に
よ
る
。
）
。 

ハ 

維
持
管
理
費
総
額 

 
 

 
 

 
 

 

三
十
億
四
千
六
百
万
円 

四 

 



 

五 

若
戸
大
橋
周
辺
に
お
け
る
朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
交
通
渋
滞
に
対
処
す
る
た
め
、
現
在
、
建
設
省
、
日
本
道
路

公
団
、
福
岡
県
、
北
九
州
市
等
の
関
係
機
関
に
お
い
て
、
関
連
道
路
網
を
含
め
て
、
当
面
の
措
置
及
び
長
期
的

な
対
応
策
に
つ
い
て
協
議
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
の
協
議
の
結
果
を
踏
ま
え
て

所
要
の
対
策
を
検
討
し
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




